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。



衆
議
院
議
員
石
井
郁
子
君
提
出
芸
術
・
文
化
活
動
へ
の
公
的
助
成
制
度
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
の
芸
術
文
化
振
興
基
金
に
よ
る
平
成
二
十
年
度
の
助
成
金
交
付
額
は
十
六
億
六
千

八
百
三
十
万
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
十
一
年
度
の
助
成
金
交
付
内
定
額
は
十
二
億
八
千
九
百
万
円
と
減
少
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
同
基
金
の
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
運
用
益
が
前
年
度
と
比
べ
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
七
九
号
）
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
文

化
庁
と
し
て
は
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
芸
術
文
化
全
体
に
係
る
支
援
に
つ
い
て
は
必
要
な
予
算
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
芸
術
団
体
が
行
う
舞
台
芸
術
の
公
演
等
に
対
し
て
重
点
的
な
支
援
を

行
う
事
業
（
以
下
「
重
点
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
他
の
芸
術
文
化
に
係

る
支
援
を
拡
充
す
る
中
で
そ
の
予
算
額
が
減
少
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

一



舞
台
芸
術
創
造
活
動
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
二
月
に
文
化
審
議
会
文
化
政
策
部
会
に
お
い
て
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
「
今
後
の
舞
台
芸
術
創
造
活
動
の
支
援
方
策
に
つ
い
て
（
提
言
）
」
に
お
い
て
、
支
援
の
目
的
及
び
対
象

を
明
確
化
す
べ
き
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
文
化
庁
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
、

団
体
ご
と
に
三
年
間
継
続
し
て
支
援
す
る
方
法
か
ら
、
公
演
ご
と
に
一
年
単
位
で
支
援
す
る
方
法
に
改
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
の
（
一
）
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
四
の
（
三
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
文
化
庁
と
し
て
は
、
重
点
支
援
事
業
に
お
け
る
支
援
額
を

舞
台
芸
術
の
公
演
等
の
入
場
料
収
入
等
で
は
賄
い
き
れ
な
い
経
費
（
以
下
「
自
己
負
担
金
」
と
い
う
。
）
の
範
囲
内
と
す
る

こ
と
は
、
重
点
支
援
事
業
を
公
平
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
に
必
要
と
考
え
て
い
る
。

四
の
（
二
）
に
つ
い
て

重
点
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
団
体
ご
と
に
三
年
間
継
続
し
て
支
援
す
る
方
法
か
ら
、
公
演
ご
と
に
一
年
単
位
で
支
援
す
る

方
法
に
改
め
た
平
成
十
七
年
度
以
降
の
採
択
件
数
は
、
千
七
百
八
十
四
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
結
果
的
に
自
己
負
担
金
が
発

生
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
支
援
を
行
わ
な
か
っ
た
も
の
は
八
件
で
あ
る
。

四
の
（
三
）
に
つ
い
て

二



重
点
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
現
在
の
方
法
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
、
御
指
摘
の
よ

う
な
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
が
所
管
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
補
助
対
象
と
さ
れ
た
事
業
が
終
了
す
る
前
に
当
該
補
助
金
を
支
払
っ
た
例

と
し
て
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
施
設
整
備
費
補
助
金
が
あ
る
。
ま
た
、
先
の
答
弁
書
五
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に

つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
文
化
庁
と
し
て
は
、
芸
術
文
化
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
補
助
対
象
と
さ
れ
た
公
演
等

が
終
了
す
る
前
に
当
該
補
助
金
を
支
払
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三


